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キバラヨシノボリノＷ"o8o6伽sp・ＹＢは琉球列島固有のハゼ科ヨシノボリ属

魚類で，沖縄島，石垣・西表島，奄美大島とその周辺離島に分布する．琉球列

島には７種のヨシノボリ属が分布するが（うち４種が琉球列島固有種)，本種は

アオバラヨシノボリノＷ"ogob伽ｓｐＢＢともに環境省レッドリスト2007年版に

おいて絶滅危`倶旧類に指定されており，種の保全のために生態学的情報の収集

は急務である．しかしながらヨシノボリ属魚類は色斑以外の形態的特徴が酷似

し，固定標本や小型個体においては種判別が難しい．さらにキバラヨシノボリ

と近縁のクロヨシノボリでは色斑においても判別が困難な場合が多く，本種の

生態的'情報には混乱が生じている．また，現在のところ各島のキバラヨシノボ

リは同種とされているが，いくつかの島間で遺伝的・形態的差異が認められて

おり，それぞれ独自の進化を辿った可能性も示唆されている．この様に保全生

物学的にも進化学的にも重要なキバラヨシノボリではあるが，上記の理由から

分類学的・生態学的研究はあまり進んでいない．これらの問題を解決するため

には形態学的手法に代わる新たな種判別法の確立が重要となる．

我々はmtDNA全塩基配列分析を用い沖縄産キバラヨシノボリとクロヨシノ

ボリ間の遺伝的差異の検討を行い，両種にmtDNA全体で０３％(52/16,O36bp）

の差異が存在すること，いくつかの遺伝子領域が種判別に有効である可能性を

報告した．本研究ではmtDNAにキバラヨシノボリ識別マーカーを作成し有効

性を検討するとともに,簡便な種判別法の確立を試みた．本研究の結果,ＮＤ６遺

伝子領域と制限酵素Ｂｓｒｌを用いることによって沖縄産キバラヨシノボリとク

ロヨシノボリを他のヨシノボリ属魚類から，ｃｙｔｂ遺伝子領域と制限酵素〃ｊ,!/Ｉ

で沖縄産キバラヨシノボリとクロヨシノボリを識別できることが明らかとなっ

た．安価で簡便なＰＣＲ－ＲＦＬＰ法を用いた点，ヨシノボリ属魚類専用プライマー

を作成したことで特異的で安定した増幅が期待される点，形態では同定が不可

能な卵稚仔や小型個体にも応用できる点，個体を殺すことなく分析可能な点な

ど，本研究の結果はキバラヨシノボリの分類学的・生態学的研究に貢献するも

のと考える．今後はキバラヨシノボリの分類学的整理や生態学的情報の収集を

行いつつ，他のヨシノボリ属魚類にも分子マーカーを作成し，琉球列島産ヨシ

ノボリ属魚類の総合的な研究を進めていく予定である．


